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幼
い
こ
ろ
か
ら
土
に
親
し
み
、
農
業
の
楽
し
さ
を
知
っ
て
も
ら
う 

こ
と
が
目
的
で
始
ま
っ
た
中
新
田
保
育
所
園
児
と
農
業
委
員
と 

の
サ
ツ
マ
イ
モ
植
え
も
、
今
年
で
二
二
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。 

今
年
は
、
畑
の
草
取
り
に
も
挑
戦
し
ま
し
た
。
（写
真
） 

 
 

 

ご 

あ 

い 

さ 

つ 

    
 
 
 
 

  

実
り
の
秋
を
迎
え
、
皆
様
に
は
益
々
ご
清
栄
の

こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
日
頃
、
農
業
委

員
会
活
動
に
対
し
、
格
別
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

賜
り
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

農
業
委
員
会
活
動
は
、
農
地
法
に
基
づ
く
業
務

は
勿
論
の
こ
と
、
優
良
農
地
を
守
り
有
効
利
用
す

る
た
め
の
取
組
や
、
担
い
手
の
育
成
、
そ
し
て
地

域
の
世
話
役
活
動
を
行
い
、
農
業
者
・
集
落
の
声

を
行
政
・
政
策
へ
反
映
さ
せ
る
た
め
の
建
議
を
行

な
っ
た
り
、
ま
た
、
新
た
な
農
地
制
度
が
六
月
十

七
日
に
成
立
し
た
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
担
う
役
割

が
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。 

 

農
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
依
然
と
し
て
厳
し

い
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
認
定
農
業
者
や
集
落
営

農
に
よ
る
地
域
農
業
の
活
性
化
を
図
り
、
豊
か
な

自
然
と
広
大
な
農
地
に
恵
ま
れ
た
加
美
町
農
業

の
発
展
の
た
め
、
農
業
委
員
一
丸
と
な
っ
て
努
力

し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

今
後
と
も
皆
様
の
一
層
の
ご
支
援
と
ご
協
力

を
お
願
い
申
し
上
げ
、
農
業
委
員
会
だ
よ
り
第
一

号
の
発
行
に
あ
た
り
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。 

 

農業委員会 
会長 兎原伸一 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

食
料
自
給
率
向
上
を
目
指
し
、

耕
作
放
棄
地
の
解
消
及
び
農
地

の
確
保
と
有
効
利
用
等
が
全
国

的
に
注
目
さ
れ
る
な
か
、
加
美
町 

 

農
業
委
員
会
で
は
、
菜
切
谷
地

区
４
・
７
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
農
地

に
つ
い
て
宮
城
県
の
耕
作
放
棄

地
解
消
モ
デ
ル
地
区
の
指
定
を 

 

遊
休
農
地
４
・７
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
再
生
利
用 

＝
菜
切
谷
地
区
の
国
道
４
５
７
号
沿
い
＝ 

 

  
（解消工事後） 

 
 

（解消工事前） 

受
け
、
解
消
対
策
を
実
施
し
ま

し
た
。 

こ
の
地
区
は
、
湿
地
で
作
業

用
道
路
も
な
い
な
ど
農
地
条
件

が
悪
く
、
地
権
者
の
高
齢
化
や

後
継
者
難
等
で
葦
や
柳
等
が
群

生
し
遊
休
農
地
化
し
て
い
ま
し

た
。
ま
た
、
国
道
沿
い
で
景
観

も
悪
く
、
害
虫
の
発
生
な
ど
の

苦
情
も
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
し

た
。 そ

こ
で
昨
年
五
月
、
地
元
農

家
五
名
と
地
元
農
業
委
員
八
名

で
対
策
委
員
会
を
発
足
さ
せ
、 

地
元 

青
砥
久
義 

農
業
委
員
か
ら 

 

現
在
、
国
内
耕
作
放
棄

地
は
、
三
八
万
六
千
ヘ
ク

タ
ー
ル
、
加
美
町
水
田
面

積
の
七
七
倍
に
及
び
国

も
解
消
に
向
け
対
策
を

打
出
し
て
い
ま
す
。 

そ
の
よ
う
な
中
、
農
業

委
員
会
で
は
、
毎
年
行
っ

て
い
る
農
地
パ
ト
ロ
ー

ル
を
基
に
県
耕
作
放
棄

地
解
消
モ
デ
ル
地
区
の

指
定
を
受
け
、
遊
休
農
地

解
消
に
取
組
み
ま
し
た
。 

結
果
、
農
地
本
来
の
姿

を
取
り
戻
し
広
々
と
し

た
草
地
と
し
て
復
元
出

来
た
事
は
、
地
権
者
及
び

関
係
者
の
ご
尽
力
に
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

国
内
農
地
の
経
済
効

果
は
多
面
的
に
見
て
四

兆
円
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
今
後
も
、
耕
作
放
棄

地
解
消
活
動
を
続
け
ま

す
が
、
農
地
所
有
者
や
担

い
手
農
家
、
集
落
等
の
意

見
を
取
り
入
れ
耕
作
放

棄
地
を
出
さ
な
い
活
動

へ
も
取
組
み
た
い
と
考

え
ま
す
。 

農
地
所
有
者
へ
の
説
明
会
や
意

向
調
査
等
を
実
施
、
簡
易
な
基
盤

整
備
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。 

耕
作
放
棄
地
対
策 

協
議
会
で
実
施 

ち
ょ
う
ど
国
で
は
「
耕
作
放
棄

地
再
生
利
用
緊
急
対
策
事
業
」
を

打
ち
出
し
、
農
業
委
員
会
で
は
町

や
農
協
、
土
地
改
良
区
等
関
係
機

関
の
協
力
を
得
て
「
加
美
町
耕
作

放
棄
地
対
策
協
議
会
」
を
昨
年
十

二
月
に
設
立
し
、
同
協
議
会
が
実

施
主
体
と
な
り
国
補
助
金
を
活

用
し
て
、
総
事
業
費
五
八
九
万
円

で
解
消
工
事
を
実
施
し
ま
し
た
。 

工
事
内
容
は
、
葦
や
柳
等
の
刈

払
い
、
抜
根
、
暗
渠
の
設
置
、
水

路
改
修
と
増
設
、
併
せ
て
現
況
は

一
筆
五
ア
ー
ル
の
農
地
が
ほ
と

ん
ど
で
し
た
が
、
珪
畔
除
去
を
行

い
大
型
機
械
作
業
が
容
易
に
出

来
る
ほ
場
へ
改
造
し
ま
し
た
。 

完
了
後
の
本
年
六
月
、
地
区
認

定
農
業
者
へ
一
〇
年
間
の
利
用

権
設
定
を
行
い
、
現
在
は
牧
草
地

と
し
て
再
生
さ
れ
ま
し
た
。 

 

農
業
委
員
会
で
は
、
今
後
も
耕

作
放
棄
地
解
消
に
向
け
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
皆
様
の

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

※ 

写
真
は
解
消
さ
れ
た 

遊
休
農
地
の
工
事
前
後 



認定農業者等への農地の

利用集積、経営改善の支援

集落の声を集めて

行政に建議、諮問に答申

地域農業と優良農地の保全確保、

農地情報等の―元管理
土地利用の合意形成

しています

農業委員は

地域の「世話役」、

農家の相談相手

農業者年金の加入と

受給手続きをお手伝い

農業委員会は
こんな仕事を

を行います

農業者の声を集めて町長諮問に答申

農用地パ トロール

パソコン活用による

農地情報の電算化 円滑な経営移譲の指導



加美町農業委員会委員名簿     

番号 氏  名 出 身 担  当  行  政  区 番号 氏  名 出 身 担  当  行  政  区 

1 工藤 義也 ＪＡ推薦 下新田下,下狼塚,雑式の目 13 早坂 良平 小野田 漆沢,門沢,小瀬 

2 今 野  攻 小野田 芋沢,原,長清水,西上野目 14 千葉 連悦 中新田 
上狼塚北,下多田川, 

上多田川上・下,白子田 

3 三浦 英典 議会推薦 赤坂原,西原,切込 15 西塚 恵喜 小野田 味ヶ袋,東上野目,原町 

4 伊藤登喜子 議会推薦 下野目,中嶋,月崎 16 渋谷 幹男 宮 崎 鳥屋ヶ崎,孫沢,米泉,袋,東米泉 

5 佐藤 清記 宮 崎 下小路１・２,東町,下町,中町 17 青砥 久義 中新田 
羽場,城生,菜切谷,新田,    

青木原,滝ノ原,大清水 

6 小山 正志 宮 崎 小泉,鶯沢,本郷,根岸,鳥嶋 18 石川  太 小野田 下区,北区 

7 伊藤 勇悦 小野田 雷,中区 19 本多 栄一 
改 良 区

推    薦 
南永志田,北永志田,寒風沢 

8 我孫子武二 中新田 
南町,十日市,岡町,西町,  

新丁,田川 
20 高橋 京一 宮 崎 東川北,北川内,柳沢 

9 畠山 和則 
農業共済

推   薦 
北鹿原,南鹿原,東鹿原 21 半 田  守 中新田 あさひ,四日市場沖 

10 欠  員     22 角田憲太郎 中新田 四日市場宿,並柳,中新田城内 

11 松本  守 小野田 小野田城内,上区 代理 鈴木 二郎 宮 崎 上小路１・２,上町,西川北 

12 工藤 洋子 議会推薦 下新田上 会長 兎原 伸一 中新田 平柳,上狼塚 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

        

甘
い
❣ 

こ
れ
が
ネ
ギ
な
の
？ 

 

こ
れ
か
ら
旬
を
迎
え
る
長
ネ
ギ
。
寒

い
季
節
の
鍋
物
に
大
活
躍
で
す
ね
。 

 

で
も
、
冬
を
越
し
て
春
に
な
っ
て
も
大

量
に
残
っ
て
し
ま
っ
た
ら
ど
う
し
て
ま
す

か
？
私
は
、
友
人
に
『
乾
燥
』
し
て
も
ら

い
ま
し
た
。 

 

春
先
に
、
白
根
と
葉
の
部
分
に
分

け
、
土
の
つ
い
て
い
る
外
皮
を
む
い
て

長
い
ま
ま
乾
燥
さ
せ
ま
す
。
水
分
が
と

て
も
多
い
野
菜
な
の
で
、
良
く
乾
燥
さ

せ
る
た
め
に
き
の
こ
乾
燥
機
を
使
い
ま

し
た
。
（ス
ト
ー
ブ
で
代
用
で
き
ま
す
。
） 

 

味
噌
汁
や
煮
物
、
炒
め
物
な
ど
使
い

方
は
色
々
で
す
が
、
「
甘
い
❣
と
に
か

く
甘
い
❣
こ
れ
が
ネ
ギ
な
の
？
」
と
い

う
の
が
私
の
感
想
で
す
。 

 

乾
燥
し
た
ネ
ギ
は
水
分
を
吸
収
し
や

す
い
の
で
、
冷
蔵
庫
か
冷
凍
庫
で
保
存

し
て
く
だ
さ
い
ね
。 

 

是
非
、
一
度
試
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

登
喜
子 

編 

集 

委 

員   

 

委 

員 

長 

三 

浦 

英 

典 

 

副
委
員
長 

鈴 

木 

二 

郎 

 
 

 
 

 
 

千 

葉 

連 

悦 

 
 

 
 

 
 

工 

藤 

洋 

子 

 
 

 
 

 
 

石 

川 
 

 

太 

 
 

 
 

 
 

伊 

藤 

登
喜
子 

全国農業新聞 ぜひ購読を❣❣ 

○ 農 業    ○ 農村の動きを解説 

○ くらし    ○ 健康を考える      ○ 経 営 

○ 技 術    ○ 流通の情報       ○ 年金相談など 

購読料  １ヶ月 ６００円（送料共） 

     お申込みは…農業委員会事務局へ（ 67-5411） 

登喜ちゃんと洋子ちゃんの

知知 恵恵 ぶぶくくろろ
 




